
週間国際経済2018（35） №162  10/24～11/03    金俊行（きむじゅねん） 

 

10/24・安倍首相所信表明「外国人材即戦力に」 改憲へ具体案 ＜１＞ 

  ・対米輸出拠点が中国離れ 日本電産や中国企業も 制裁避け供給網再編 

 

10/25・NY株急落（24日）608ドル安 昨年末下回る 日経平均一時800円超下げ 

 

10/26・世界同時株安 米1強揺らぐ期待 米中「新冷戦」浮かぶリスク 

    日経平均一時2万1000円割れ 25日NY株は反発、終値401ドル高 

  ・新NAFTA エンジン域内生産義務に 日欧メーカーに影響 

 

10/27・日中新時代へ 首脳会談（26日北京）「競争から協調」経済前面に ＜２＞ 

    実利を優先 経済や技術協力 安保・歴史は先送り 

  ・米GDP、3.5％増（7-9月） 個人消費の伸びがけん引 前期4.2％からは減速 

  ・人民元、10年ぶり安値 一時1ドル＝6.96元 当局容認の観測 

  ・NY株反落 296ドル安 ハイテク株売られる アジア株不安の連鎖 

    世界の時価総額、1カ月で770兆円減 金融・IT株安を主導 景気不安と割高修正 

 

10/28・若い世代、膨らむ借金 昨年、年収の1.9倍 低金利で住宅ローン伸び ＜３＞ 

 

10/29・ブラジル大統領に右派 元軍人ボルソナロ氏、治安・秩序を重視 

 

10/30・メルケル氏、党首退任へ 州議会選敗北受け 首相は継続 求心力低下は必至 

  ・人民元、10年ぶり安値 金融当局は元安容認か 

  ・米消費者物価、9月2.0％上昇 7カ月連続FRBの目標に到達 

  ・日印首脳会談 デジタル協力合意 AIを共同開発 5G・ロボ、協業視野 ＜４＞ 

 

11/01・トヨタ、定額で乗り換え 来年から カーシェアも全国で ＜５＞ 

    所有から使用へ、売り切りモデル転換 シェア経済、あらゆる分野に 世界市場38兆円へ 

  ・VWとフォードがEV・自動運転共同開発で交渉 

 

11/02・WTO違反に罰則 日米欧が改革案 自国産業優遇、中国にらむ 

  ・米中首脳が電話協議 G20（11月末）に合わせて貿易戦争打開へ議論 

 

11/03・外国人単純労働に門戸 入管法改正案、政府が閣議決定 ＜６＞ 

    4月から新在留資格 外国人の就労環境整備急ぐ 首相「移民ではない」 

  ・米、日本のイラン原油輸入容認へ 5日の制裁復活後も 原油高騰を懸念 

  ・米、9月対中赤字8.8％拡大 制裁関税前、駆け込み増 

  ・米賃金10月3.1％増 9年ぶり水準 雇用も25万人増 金利上昇圧力に 

 



 


